
一 四五 度 に 八 時聞 熟 す る時 は
、 α,ナ フチル マー キ リ ツ ク ィロ ラ イ ド、 三 盛 化 ア ンチ

モ ン及 び 組 成 の 明 か な らざ る ア ンチ モ ン化 合 物 を 生ぜ り、 爾此 研究 に於 て 用 ゐ られ ナこ

る水 銀 化 合 物 は グ リニ ヤー ル反 磨 に よ りて得 られ 、 α,ナ フチ ル マー キ リ ック ク ロ ラ

イ ドは 俣,ナ フチ ル マ グ ネ シユー ム ブ ロマ イ ドε盤化 第 二 水銀 よ り、 マー キ リー ヂ、

α,ナ フチル は 、 知.ナ フチル マー キ リツ ク クロ ライ ドミ α,ナ フチル 、 マ グ ネ シユ

ー ムプ ロ マ イ ドよ り製 せ られ ナこり。

     砒 素 の 有 機 化 合 物 に 就 い て(第 四 報)

      グ リ ニ ヤ ー ル 試 藥 ご 三 硫 化 砒 素 の 反 鷹

        松 宮  馨  中 井  實

      [Mem, Col1, Sci. Imp. Univ. Kyoto.1926 X。57]

 本 文 に於 て は、 三硫 化砒 素 の グ リニ ヤー ル試 藥 に封 す る作 用 を研 究 せ り。 三硫 化砒

素 ε フエ ニル マ グ ネ シユー ム、ブ ロ マ イ ドε の 反慮 に於 て は、 トリ、フエ ニル アル シ ン

サル フア イ ド(C6}15)3AsSミ ヂ 、フエ ニル アル シ ンサ ル フ ア イ ド及 び 小 量 の トリ、フエ ニ

ル アル シ ンεを 生 じp5リ ル マ グ ネ シ ユー ムブ ロマ イ ドεの反 磨 に 於 て は、三硫 化 砒 素

の製 法 に よ り、二つ の 異 な る結 果 を 得 ナこり、即 ち三酸 化砒 素 の酸 性 溶 液 に硫 化 水 素 を通

じて 生す る沈 澱ig 一〇 〇 度 に於 て乾 燥 せ しめナこる もの を 用ふ る時 は、トリ、pト リル ア

ル シ ン.サ ル フ ア6ド(C7H7)3AsS,ヂ 、pト リル ァル シ ンサル フ ァイ ド及 び小 量の トリ、p

トリル アル シ ンを得 、若 し硫 化 水 素 にて沈 澱 し次 で炭 酸 瓦 斯 を通 じて 過 剰 の硫 化水 素

を除 き更 に二硫 化炭 素 にて洗 際 した る後 、-OO度 に於 て乾 燥 せ る もの を 用 ふ る時 は

.1・リ、pト リル アル シ ン及 び ヂp.ト リル アル シ ンサル フ ア イ ドの み を得 、トリ、p.ト リル.

アル シ ンサ ル フア イ ドの 生 成 を認 め ざ りき」父Ct,ナ フチ ル マ グ ネ シユ ー ムブ ロ マ イ ド

ε三 硫 化砒 素 εの反 鷹 に於 て は、ヂ、 α,ナフチ ル アル シ ンサル フ アaド[(CioH7)2As]2S
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を 得 ナこり、 此 物 はm.p.185-1860の 無 色 粉 末 を な し、封 慮 す るtキ サ イ ド又 は ク ロ

ロ アル シ ンに 硫 化 水 素 の 作 用 に よ りて も製 せ ら る 、又 盛 素 の 作 用 に よ りて ト リ、ク ロ ラ

イ ドε な り次 で 封 慮 す る酸 に憂 す 、ト リ、フエ ニ ル ア ル シ ンサ ル フ ァ イ ド及 び ト リ、pト

リ ル ァ ル シ ンサ ル フ ア イ ドは 昇7ksS結 合 して 夫 々(C6H5)3As S.Hgc12 m.p.239-2410

及 び(C7HT)3 As S. Hgcl2. m.p,227-2290の 水 銀 盤 を成 生 す 。

      砒 素 の 有 機 化 合 物 に 就 て(第 五報)

  三 ニ ト ロ 四 オ キ シ フ エ ニ ル ァ ル シ ン酸 の 電 解 還 元

        松 宮 馨 中 田 久 和

         (京 大理學部 要 第十 憲 一九 九頁)

               抄    録

 サルブアルサン關係の化合物を純梓に得る目的を以て題記の物質の酸性溶液に於け

る電解選元を試み、各種實験條件の反懸に及ぼす影響を砺究せ り。その結果陰極物質

及び酸の濃度の影響最大なるを認む。鉛、鉛 アマルガム叉は水銀を陰極εし稀酸性液

を用ふる時は三 アミノ四オキシ フエニルアルシンを生 叡他の物質を極εする時はア

ル シン酸は容易に還元を受けす。最適條件:一 陰極 水銀、陰極液 2規 定盛酸、

温度 2So、電流密度 O.28 amp./sq. cm.,電 氣量過剰なる時は分解を起 し砒化水素の

叢生を見る、最大牧量94.8%。 倫 アルシンの生成は中間盤 アルセノ化合物を経て進む

ものに非ざる事を實験的に謹明す。然るに盤酸濃度 四、七規定以上なる時はデイアミ

ノデイオキシアルセノベ ンゼンを生 じ電解液中に盤酸盤εして沈澱 し來る。水溶液に

代ふるにエチル又はメチルアルコールを以てするも同結果を得。硫酸溶液を用ふる時

は常にアルシンを生じアルセノ化合盟の生成を見す。
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